
  

 

 

 

 

実力考査について  

  ３年生にとって、今年度は高校入試に向けた大切な一年です。5/8㈮に、その第一段階として実力考査を実施
します。実力考査は、これまでに学習してきた内容がどの程度身についているかを確認し、今後の進路を具体的
に検討していくための重要な資料となります。  
  
１．実力考査の位置づけ  
    実力考査は、定期考査とは異なり、  

① 出題範囲が広く、これまでの学習内容全体から出題される   
② 高校入試を意識した問題構成である   
③ 現時点での学力の到達状況を把握すること   

  を目的とした考査です。高校入試に向けた基礎的な学力を確認するためのテストと位置づけています。  
  
２．進路検討との関係について  

  実力考査および定期考査の結果は、  
• 現在の学力状況の把握   
• 志望校を検討する際の重要な参考資料   
• 今後の学習計画・受験対策の指導   
• 進路懇談・進路相談での基礎資料   

として活用し、これらの結果をもとに、今後の進路検討を進めていきます。  
  

３．考査を受験することの重要性について  
  進路指導は、実力考査や定期考査の結果など、客観的な学力資料をもとに行うものです。そのため、実力
考査、定期考査のいずれか、または両方を未受験の場合、学力の状況を正確に把握することができません。そ
の結果、志望校に関する具体的な助言や、受験校選択に関する踏み込んだ進路指導を行うことができなくな
ります。進路指導は、生徒一人一人に合った進路を一緒に考える大切な取り組みです。そのためにも、すべて
の考査を必ず受験することが必要であることを理解してください。  

  
４．結果の受け止め方  

  実力考査の結果は、点数の高低だけで判断するものではありません。  
• 得点できた分野 → 入試に向けた強み   
• 得点できなかった分野 → 今後重点的に取り組む課題   

「今の自分の実力」を正しく受け止め、今後の学習改善と進路選択につなげていくことが大切です。  
  
５．実力考査に向けた学習のポイント  

 高校入試を見据え、次の点を意識して学習に取り組みましょう。  
• 教科書の内容を確実に理解する   
• 基本問題を確実に解ける力を身に付ける   
• 間違えた問題は必ず解き直し、理解する   
• 「なぜそうなるのか」を説明できる力を意識する   

実力考査は、これまでの学習の積み重ねが結果として表れるテストです。  
  
 ３年生は、これから実力考査・定期考査などを通して、段階的に進路を具体化していく時期に入ります。一つ一
つの考査を「入試につながる大切な機会」として、真剣に取り組みましょう。  
  
６．保護者の皆さまへ  

実力考査および定期考査は、進路を検討し、志望校について具体的な助言を行うために不可欠な資料で
す。未受験の場合、学校として十分な進路指導ができないこともあることをご理解いただき、すべての考査を
受験するよう、ご家庭でもお声かけをお願いいたします。  
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